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印刷機、油絵の具、カメラ、レコード、シンセサイザー、コンピューター——。新しい道具の登場は、常に人間
の創造性を拡張してきた。そして今、そこに人工知能（AI）という新たなパートナーが加わろうとしている。写真
が絵画を「記録」から解放し、新たな表現を生んだように、生成AIもまた創作活動の可能性を押し広げる強力な
力になるかもしれない。アーティスト、建築家、音楽家、マンガ家たちが模索する、AIとの共創から生まれる表
現の可能性を探る。
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けだと、ちょっと退屈ですよね」と
ウィルソンは言う。「音楽自体は楽
しめますが、パフォーマンスとして
の魅力に欠けます。ライブコーディ
ングだと、私が何を入力しているの
か、みんなが見ることができます。
そして、私がノートPCをクラッシ
ュさせると、みんな本当に喜んでく
れるんですよ。歓声が上がります」。
　ライブコーディングにはリスクが
付きものだ。だからウィルソンは、

「ライブコーディング・エージェン
ト」という独自のビートやループを
ミックスに加える生成AIモデルを
使ってアレンジを加えることで、自

身のパフォーマンスをさらにワンラ
ンクアップさせようとしている。ラ
イブコーディング・エージェントは
しばしば、ウィルソンが思いつかな
かったような音の組み合わせを提案
してくる。「意外な展開になること
もあります。とにかくやってみるし
かないんです」。
　ロンドン芸術大学クリエイティ
ブ・コンピューティング研究所（Cre-
ative Computing Institute）の研究
員であるウィルソンは、「共創性

（co-creativity）」あるいは「モア・
ザン・ヒューマン（人間の枠組みを
超えた）創造性」と呼ばれる分野に

ジ ー・ ウ ィ ル ソ ン は
時々、人工知能（AI）の
相棒を連れてレイヴに

現れる。
　2025年2月のある平日の夜、ウ
ィルソンはイースト・ロンドンにあ
る天井の低いロフト空間で、持ち込
んだノートPCをプロジェクターに
接続し、その画面を壁に映し出した。
薄暗いピンク色の照明の下で、小規
模な群衆がざわめいていた。ウィル
ソンは腰を下ろしてプログラミング
を始めた。
　会場のスピーカーからはテクノの
ビートと機械的なサウンドが鳴り響
いた。壁に映し出された画面でウィ
ルソンがコードを1行ずつ入力しな
がら、サウンドを微調整したり、リ
ズムを繰り返したり、失敗すると顔
をしかめたりするのを、観客はうな
ずきながら見守っていた。
　ウィルソンはライブコーディング
演奏者だ。一般的な電子音楽プロデ
ューサーのように専用のソフトウェ
アを使うのではなく、ライブコーデ
ィング演奏者は即興でコードを書い
てその場で楽曲を生み出す。この即
興パフォーマンス・アートは「アル
ゴレイヴ」と呼ばれている。
　「ライブを見に行って、誰かが、
ただノートPCの前に座っているだ ADELA FESTIVAL
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1 アーティストたちが模索する
生成AIとの新しい「共創」
プロンプトの入力、ワンクリックで量産されるコンテンツによって、人間の創造性の発達
が阻害される——。先駆的なアーティストと研究者たちは、人工知能（AI）の出力を受
動的に消費するのではなく、「摩擦」や「意外性」を取り戻す新たな関係性を追求している。

by Will Douglas Heaven （米国版AI担当上級編集者）
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取り組む研究者の1人である。共創
性の研究では、AIを用いて創造的プ
ロジェクトにインスピレーションを
与えたり、批評を加えたりすること
で、人間だけでは生み出せなかった
作品の創出を目指している。ウィル
ソン研究員のチームは、AIがどのよ
うに人間の芸術活動（ウィルソン研
究員の場合は音楽の即興演奏）を支
援できるかを探るために、このライ
ブコーディング・エージェントを開
発した。
　これは、オープンAI（OpenAI）や
グーグル・ディープマインド（Goo-
gle DeepMind）といった企業が提
供している既存の生成AIツールに
期待されている将来像をはるかに超
えるビジョンである。これらのツー
ルは、驚くほど多様な創造的作業を
自動化し、ほぼ即時にユーザーに満
足感を与えることができる。しかし、
それは何を犠牲にしているのだろう
か。一部のアーティストや研究者は、
こうしたテクノロジーによって、人
間がAIによって量産された低品質
なコンテンツ、いわゆる「AIスロッ
プ（AI slop）」の受動的な消費者に
成り下がってしまうのではないかと
懸念している。
　そこで彼らは、創作プロセスに再
び人間の創造性を注入する方法を模
索している。目標は、人間の創造性
を奪うのではなく、それを強化する
AIツールを開発することだ。人間が
作曲やゲーム開発、玩具のデザイン
などの分野でより優れた成果を生み
出す助けとなり、人間と機械がとも
に創造する未来の基盤を築くことに
つながるツールである。
　最終的にAIは、アーティストやデ
ザイナーにまったく新しい表現手段
を提供し、これまでに存在しなかっ
た作品を生み出すよう促し、あらゆ

る人に高い創造力を発揮できる力を
与えることになるだろう。

創造性の爆発

　創造性を発揮する方法は1つでは
ないが、人間は皆、創造的な行為を
している。ミームから名作まで、あ
るいは幼児の落書きから工業デザイ
ンまで、人間はあらゆるものを生み
出している。創造力は成長するにつ
れて失われていくものだという誤っ
た考え方がある。特に大人の間では
そう考える人が多い。しかし、料理
であれ、シャワーを浴びながら歌う
ことであれ、あるいは奇妙なティッ
クトック動画を作り上げることであ
れ、多くの人が純粋な楽しみのため
に創造性を発揮している。それは高
度な芸術である必要も、世界を変え
るアイデアである必要もない（もち
ろん、そうであっても構わない）。
創造性は人間の根源的な行動であり、
それは称賛され、奨励されるべきも
のである。
　「Midjourney（ミッドジャーニ

ー）」やオープンAIの「DALL-E（ダ
リー）」、そして人気のオープンソー
ス「Stable Diffusion（ステーブル・
ディフュージョン）」といった、テ
キストから画像を生成するAIモデ
ルの登場は、創造性に極めてよく似
た爆発的な現象を引き起こした。何
百万人もの人が、あらゆるスタイル
で、あらゆる対象の驚くほど高品質
な画像を、ワンクリックで生成でき
るようになった。次に登場したのは、
テキストから動画を生成するモデル
だった。そして現在、ユーディオ

（Udio）のようなスタートアップが、
音楽向けの生成AIツールを開発し
ている。創造の果実に、かつてない
ほど多くの人の手が届くようになっ
たのだ。
　しかし、多くの研究者やアーティ
ストは、こうした生成AIツールにま
つわる誇大広告が、創造性の本質を
歪めてしまったと考えている。米国
メリーランド州立タウソン大学で共
創性を研究しているジェバ・レズワ
ナ助教授は、「私がAIに何かを作る
ように頼んだところで、私が創造性
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イティブ・コンピューティング研究
所に所属するニック・ブライアン＝
キンズ教授は、もし単にすばやく画
像を作成したいだけであれば、こう
した問題は気にしなくていいと話す。

「例えば、家族に送るクリスマスカ
ードや、地域のケーキ販売のチラシ
を作りたい場合などには、これらの
ツールはまさにうってつけです」。
　要するに、既存の生成AIモデルは

「創作を容易にする」ことには成功
したが、「創造性の発揮を容易にし
た」わけではない。そしてこの2つ
の間には大きな違いがある。クック
上級講師は、こうしたツールへの依
存が、長期的には人間の創造性の発
達を阻害する可能性があると考えて
いる。彼が2024年に発表した論文
では、「多くの創造的AIシステムは
創造性をより身近なものにする手段
として売り込まれているが、実際に
はユーザーの革新力、発想力、創造
力を制限することで悪影響を及ぼす
可能性がある」と指摘している。生

クック上級講師はAIを活用してゲームの新しいレベルを設計した。その結果、
回転ノコギリが一切動かない部屋が生まれた。

　さらに、こうした生成AIツールの
最新版では、少なくともデフォルト
設定では、ユーザーが入力したプロ
ンプト（指示文）をそのまま使って
画像や動画を生成していない。プロ
ンプトがモデルに送信される前に、
ソフトウェア側で編集され、しばし
ば数十語が見えない形で追加される
ことで、より洗練された出力が得ら
れるようになっている。
　キングス・カレッジ・ロンドンで

「コンピューターによる創造性（com-
putational creativity）」を研究して
いるマイク・クック上級講師は、「出
力を良く見せるために、余計なもの
が加えられるのです」と説明する。

「例えば、Midjourneyに下手な絵
を描いてほしいと頼んでみてくださ
い。Midjourneyにはそれができま
せん」。このような生成ツールは、
ユーザーが望むものを提供するので
はなく、ユーザーが望んでいると開
発者が考えるものを提供するのだ。
　ウィルソン研究員と同じ、クリエ

を発揮しているとは言えません」と
語る。「それは一発勝負のやり取り
です。クリックすれば何かが生成さ
れ、それで終わりです。『ここは気
に入ったけど、ここはちょっと変え
たらどうかな』とは言えません。あ
れこれ話し合うことはできないので
す」。
　レズワナ助教授が指摘しているの
は、ほとんどの生成モデルの基本的
な設計だ。生成AIツールにフィード
バックを与え、再生成を指示するこ
とはできる。しかし、新しい結果は
毎回ゼロから生成されるため、ユー
ザーの意図どおりの結果を得るのが
難しいこともある。アート集団「シ
ャイ・キッズ（Shy Kids）」を率い
る映画監督のウォルター・ウッドマ
ンは2024年、オープンAIの動画生
成モデル「Sora（ソラ）」を使って
初めて短編映画を制作した後、次の
ように述べた。「Soraは、出力内容
に関しては、スロットマシンのよう
なものです」。
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成AIが「誰もが創造力を発揮できる
ツール」として賞賛されてきたこと
を考えると、実際にはその逆の効果
をもたらすかもしれないという指摘
は、かなり痛烈な批判だと言える。
　こうした生成AIテクノロジーが
認知に与える影響を懸念する研究者
は、クック上級講師だけではない。
2025年2月には、英国ケンブリッ
ジのマイクロソフト・リサーチの研
究チームが報告書を発表し、生成AI
ツールは「職場での批判的思考を阻
害し、長期的なAIツールへの過度の
依存や、問題の自己解決力の低下に
つながる可能性がある」と結論づけ
た。同研究チームは、生成AIツール
の使用によって、人々の認知的努力
が「タスクの実行からタスクの管理
へと移行する」ことを発見した。
　クック上級講師がさらに懸念する
のは、生成AIツールでは失敗の余地
がないという点だ。失敗は新しいス
キルを習得する過程では欠かせない
ものだ。アーティストは「才能があ
る」と言われることがよくあるが、
実際には彼らは何カ月も何年もかけ、
作品を作りながら自身のスキルを磨
いている。
　「実際にアーティストと話をする
と、彼らは『何度も何度もやってい
るうちにうまくなった』と言います。
でも失敗はつらいものです。人間は
常に、失敗を回避する方法を模索し
ています」。
　生成AIモデルは、うまくいかない
というフラストレーションから解放
してくれる。
　「残念ながら、私たちは創造的な
スキルを身につけるために必要なこ
と、つまり失敗を排除してしまって
います」とクックは指摘する。「です
が、そんな話に耳を傾けたい人なん
て誰もいません」。

意外性

　悪いニュースばかりではない。ア
ーティストや研究者の間では、生成
AIツールがクリエイターに力を与え、
思いがけない新たな方向性を示した
り、行き詰まりからの脱出を助けた
りする可能性に期待が高まっている。
クック上級講師は、AIの真の可能性
は、人間の代わりに何かをやること
ではなく、人間がやりたいことをよ
りうまくやる手助けをすることにあ
ると考えている。そのためには、現
在あるものとは異なる新しいツール
を開発する必要があるという。「Mi-
djourneyを使っても、私自身には
何の変化も起きません。つまり、そ
れは私を変えてくれないのです。せ
っかくのチャンスを無駄にしている
と思います」。
　創造性を研究するさまざまな研究
者に、創造プロセスの重要な要素を
挙げてもらうと、多くの人が「内省

（リフレクション）」と答えるだろう。
厳密に定義するのは難しいが、内省
とは、集中して意識的に思考をめぐ
らせることを指す。新しいアイデア
がひらめいたときに起きる思考であ
り、あるいは自分の前提が誤ってい
たと気づき、アプローチを見直さな
ければならないときに生じるもので
ある。内省は、一発勝負のやり取り
とは対極にある。
　AIによって内省を支援・促進する
方法の模索、すなわちAIに新しいア
イデアを提案させたり、既存のアイ
デアに異議を唱えさせたりするよう
求めることは、共創性の研究に共通
するテーマである。DALL-Eのよう
な生成AIツールが創造から摩擦を
排除するのであれば、ここで目指す
のは摩擦を取り戻すことだ。イタリ
アのミラノ工科大学でデザインを研

究しているエリサ・ジャッカルディ
教授は、「摩擦なくして芸術を生み
出せるのでしょうか？」と問いかけ
る。「抵抗する素材なくして、真に
創造的なプロセスに取り組むことが
できるのでしょうか」。
　ウィルソン研究員のライブコーデ
ィング・エージェントを例に考えて
みよう。即興演奏においてライブコ
ーディング・エージェントは、自身
ではおそらく思いつかなかったであ
ろう方向へ導いてくれるとウィルソ
ン研究員は主張する。ライブコーデ
ィング・コミュニティ全体で共有さ
れている公開コードで訓練されたこ
のAIモデルは、ウィルソン研究員自
身のスタイルよりも他の人のスタイ
ルに近いコードの断片を提案する。
これによって、予想外の展開が生ま
れる可能性が高くなる。「人間が自
力で生み出せないと言っているわけ
ではありません。ただ、人間の脳の
仕組み上、どうしても慣れ親しんだ
アイデアに依存してしまう傾向があ
るのです」。
　2024年、ウィルソン研究員はブ
ライアン＝キンズ教授らが主導した
研究に参加した。この研究では、経
験豊富なミュージシャン6人がさま
ざまな生成AIモデルを使って作曲
する様子を観察した。研究チームは、
テクノロジーとのどのようなやり取
りが有益で、どのようなやり取りが
有益ではないのかを把握しようとし
た。
　参加者の全員が、たとえ不具合や
ミスによる結果であっても、AIモデ
ルが意外な提案をしてくれた時には
うれしく感じたと回答した。結果が
単純に良くなった場合もあれば、プ
ロセス自体が新鮮で刺激的だと感じ
られた場合もあった。しかし、一部
の参加者は、コントロールを手放す
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